
平成２６年度離島漁業再生支援交付金による取組概要 
 

≪神津島村≫ 

１．集落協定の概要 

 都 道 府 県 名：東京都 

 町 村 名：神津島村 

 協定締結集落名：神津島漁業集落 

 交 付 金 額：１３，３２８千円 

 協定参加世帯数：９８世帯（うち漁業世帯：９８世帯） 

 

２．協定締結の経緯 

  神津島の周辺海域は黒潮に恵まれ貴重な漁場を有しているが、最近では漁

獲高の減少や漁価の低迷、更には漁業者の減少や高齢化が進み、漁業の衰退

が懸念される状況にある。また、かつては豊かであった周辺の藻場は、磯焼

けなどの被害が急速に広がり、漁場環境の悪化も懸念される状況にある。そ

のため、未利用魚の活用等を通じた漁業及び集落の活性化や、藻場の改善等

を通じた漁場環境を改善するために、離島交付金による漁業再生活動に取り

組むこととした。 

 

３．取組の内容 

① 漁場の生産力の向上に関する取組状況 

 

実施事業 事業内容 実施時期 

産卵場の整備 アオリイカ産卵礁の設置 5/25 

海岸清掃 海岸に漂着した流木等の清掃 5月、12月 

海底清掃 漁場付近の海底に放置された廃棄物の清掃 9/28.12/4 

キンメダイ等

の資源管理 
タグを取り付け放流 1/20 

スポアバック 
設置場所の整備の完了が遅れ、設置できなか

った。 
 

魚付林の整備 魚場付近の海岸周辺の森林に松苗を植樹 12月～2月 



    

② 集落の創意工夫を活かした新たな取組状況 

出荷されない雑魚に付加価値をつけて収入源とするため、未利用魚の加工

品の開発に取組んだ。 

 

イケス設置 
10 月に設置したが、設置場所の水深が浅くよい結

果が得られなかった。 
9月～2月 

未利用魚活用 

出荷されない雑魚に付加価値をつけて収入

源とするため、未利用魚の加工品の開発に取

組んだ。 

年間 

 

 

４．取組の成果 

・藻場の改善や稚魚育成事業よって漁場生産力を向上させることができた。 

・未利用魚の加工について、新製品の開発や品質向上に取り組むことで、長

期的な漁家経営の安定化に資することができた。 

・多種多様な事業を実施し、老若漁業者に参加してもらうことにより、漁業

資源の重要性に対する意識を向上させることができた。 

 


